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静岡市立西奈中学校ＰＴＡ会則 

■ＰＴＡ会則 

（名称と事務局） 

第１条 本会は静岡市立西奈中学校ＰＴＡという。 

  ２ 本会の事務局は静岡市立西奈中学校に置く。 

 

 

（本会の目的） 

第２条 保護者と教職員の緊密な連携のもとに、生徒の健全な育成を図り、併せて会員相互の教養を高め

ることを目的とする。 

 

 

（活動内容） 

第３条 本会は前条の目的を達成するために、次の活動を行う。 

   (1) 学校と家庭と地域との連携を図る。 

   (2) 学校教育環境の整備・充実に協力する。 

   (3) 地域の関係機関と連携し、生徒の校外生活の補導と育成を図る。 

   (4) 会員相互の教養の向上を図る。 

   (5) 健全なる生徒活動の育成に協力するとともに、各種の文化、体育等の大会や競技に参加する生

徒を援助する。 

   (6) その他、本会の目的達成のために必要な活動を行う。 

 

（会員及び会費） 

第４条 本会は、本校生徒の保護者、教職員及び本会の目的に賛同するものを会員とする。 

第５条 会員は会費を納めるものとする。 

  ２ 会費は、年額２８００円とする。ただし、保護者会員の会費は生徒一人当たり年額２８００円と

する。 

 

（経理） 

第６条 本会の経費は、会費、寄附金、本会の事業その他の収入をもってあてる。 

  ２ 本会の経理は、総会において承認された予算に基づいて行われる。 

  ３ 本会の決算は、会計監査を経て、総会の承認を得なければならない。 

  ４ 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

 

（役員及びその選出） 

第７条 本会の役員は、会長、副会長、書記、会計とする。 

   (1) 会 長 １名 会員より選出 

   (2) 副会長 若干名 会員より選出 

   (3) 書 記 若干名 会員より選出 

   (4) 会 計 若干名 会員より選出 

  ２ 本会の役員は、会員の内より役員選考委員会を開催し、委員会の総意を持って承認を得たものと

する。ただし、会計監査委員を兼ねることは出来ない。 

 

（役員の職務） 

第８条 本会の役員の職務は次のとおりとする。 

   (1) 会長は、会務を統括し、本会を代表する。また、総会、運営委員会及び各委員会を招集する。 

   (2) 副会長は、会長を補佐し、会長不在のときは、その代理として会長の職務を行うほか、各委員

会に参画してその推進にあたる。 

   (3) 書記は、総会及び運営委員会の議事ならびに本会活動に関する重要事項を記録する。また、本

会の庶務に関する業務にあたる。 

   (4) 会計は、予算に基づいて本会の一切の会計事務を処理する。また、本会の財産の管理にあたる。 
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（会計監査委員） 

第９条 本会の経理を監査するため２名の会計監査委員を置く。 

  ２ 会計監査委員は、総会の承認を得て、会員から選出する。 

 

（顧問） 

第10条 本会に顧問を置くことができる。 

  ２ 顧問は、運営委員会の承認を得て会長が委嘱する。 

３ 顧問は会長の諮問に応ずる。 

 

（会議） 

第11条 本会の会議は次のとおりとする。 

     総会、運営委員会、専門委員会、特別委員会 

２ 総会は、年１回、年度当初に開催し､必要議事を審議する。併せて決算の報告、予算案を審議す

る。また、必要があれば臨時総会を開催することができる。総会は対面による他、書面等で行う

ことができる。 

３ 会員の３分の１以上の署名賛同を得て総会の開催要求があった時は、会長またはその代理者は臨

時総会を開催しなければならない。 

４ 運営委員会は、原則として月１回開催する。また、必要に応じて臨時に開催することができる。 

５ 専門委員会、特別委員会は業務遂行上必要に応じて開催する。 

６ 会長は、本会の会議にその会議の構成員以外の会員の出席を要請し、報告、助言及び意見を求め

ることができる。 

 

（会議の定足数と議決数） 

第12条 総会は、過半数の会員の出席もしくは承認書等の提出をもって成立する。ただし、委任状を認め

る。 

   ２ その他の会議は、構成員の２分の１以上の出席をもって成立する。 

   ３ 本会の各会議の議決は、出席者の過半数の同意を必要とする。 

 

（運営委員会） 

第13条 運営委員会は、本会の役員、家庭教育委員、会計監査委員、顧問、校長、教頭及び教職員代表 

若干名により構成する。 

２ 運営委員会は、各委員会の事業計画を調整、推進する。また、総会に提出する議案の作成、 

その他本会の目的達成のために必要な計画を企画・立案する。 

 

（専門委員会） 

第14条 専門委員会は、校外生活育成委員会、イベントサポート委員会、広報委員会、部活動委員会とし、

その職務は次のとおりとする。  

(1) 校外生活育成委員会 

    生徒の校外生活の指導と育成、交通安全指導等の推進と徹底を図る。 

(2) イベントサポート委員会 

各種ＰＴＡ活動の充実と推進を図るためのサポートをする。 

(3) 広報委員会 

ＰＴＡ機関紙「巣箱」等の発刊、諸調査及び広報の推進を行う。 

(4) 部活動委員会 

各部活動間の連携を図り、部活動の円滑な運営と生徒の部活動を支援する。 

全国大会等に出場する生徒に対する、協賛金等の募金及び応援体制は、運営委員会で協議し

 決定する。 

 

（委員会の構成及び委員の選出方法） 

第15条 各委員会は必要に応じ会員より参加者を募集し、活動を行う。 

２ 部活動委員会は、各部活動の父母会会長を委員として構成する。 

３ 各委員会の委員長は本部役員がこれを務める。 
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（特別委員会） 

第16条 本会は次の特別委員会を置く。このほか、必要に応じて、会長は運営委員会の承認を得て特別委

員会をおくことができる。 

(1) 役員候補者選考委員会 

次年度の役員、会計監査委員及び家庭教育委員の候補者を選考する。また、次年度の学年委

員長、専門委員長等の候補者を推薦することができる。 

２ 特別委員会の委員及び委員長は、会長が運営委員会の承認を得て委嘱する。 

 

（家庭教育委員） 

第17条 子どもとともに成長する保護者のあり方を追求し、保護者意識の高揚を図るため家庭教育者委員

を若干名置く。 

  ２ 家庭教育委員は、総会の承認を得て、会員から選出する。 

 

（任期） 

第18条 役員、委員及び顧問の任期は１年とする。ただし、再任は妨げない。 

２ 補欠の任期は前任者の残任期間とする。 

 

（帳簿） 

第19条 本会には次の帳簿を備える。 

   (1) 役員等名簿    

(2) 会計簿    

(3) 備品台帳 

 

（細則） 

第20条 この会則に定めることよりほかで本会の運営に必要なことは、運営委員会の定める細則による。 

 

（会則の改廃） 

第21条 本会の会則の改廃は、会員の発議により運営委員会で審議し、総会の承認を得て決定する。 

 

 
（附則） 

１ この会則は、昭和５０年４月１日から施行する。 

※昭和５０年５月 ２日改正 

※昭和５１年４月２１日改正 

※昭和５２年４月１９日改正 

※昭和５４年５月 ２日改正 

※昭和５６年４月２８日改正 

※昭和５８年２月１９日改正 

※昭和５９年４月２１日改正 

※昭和６１年４月２６日改正 

※昭和６２年４月２６日改正 

※平成 元年４月２２日改正 

※平成 ２年４月２１日改正 

※平成 ６年４月３０日改正 

※平成１１年４月３０日改正 

※平成１２年４月２８日改正 

※平成１５年４月２３日改正 

※平成１６年４月２１日改正 

※平成１８年４月２６日改正 

※平成１９年５月 １日改正 

※平成２０年４月２８日改正 

※平成２４年４月２７日改正 

※平成２７年５月 ４日改正 
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※平成２８年５月 ２日改正 

※平成３０年５月 １日改正 

※平成３１年４月２３日改正 

※令和 ２年５月１２日改正 

※令和 ３年５月１１日改正 

※令和 ５年５月２２日改正 

※令和 ６年５月２９日改正 


